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量子通信の長距離化を可能とする量子中継器を実現させるために、これまで我々はダイ

ヤモンド NV中心を用いた量子操作や量子テレポーテーション転写の実験を行ってきた

[1]。量子中継器の実用化には、確率的な転写ではなく決定論的な転写を行うための、高精

度なシングルショット測定[2]が必要である。 

今回我々は、NV中心の電子と窒素核子の量子相関を利用し、電子スピンの状態を繰り

返し測定することで一回の測定における平均光子計数を 0.11光子から最大で 1.9光子まで

向上させた(図 2)。これにより縮退系における窒素核スピンのシングルショット測定の手法

の確立に成功した。また核スピン状態の読み出しスキームにおける緩和を測定し、測定の

非破壊性を検証することより更なる測定精度の向上を図った。これらの工夫の結果約 66%

の測定忠実度を達成し、これを用いて窒素核スピンのラビ振動、および電子・核子もつれ

状態の位相回転をシングルショット測定した。本講演では上記の実験結果を説明するとと

もに測定における量子非破壊性について議論する。 
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図 1.シングルショットの量子回路 図 2. 測定繰り返し回数と平均光子計数 


